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1 はじめに

少子高齢社会に伴い介護サービスの需要が高まる半

面、その需要を支える人たちは減少傾向にある。その

ため、高齢者１人あたりにかける介護の時間が減少し、

高齢者の警告症状を見落としてしまうケースが考えら

れる。

本稿では、高齢者の状態を健康機器から取得し、携

帯電話網または無線 LANを介して、インターネット上

のサーバに蓄積することで病気などの早期発見を可能

にするとともに、異常時には直ちに家族や医療関係者

に通知して適切かつ迅速な処置が行えるようなリモー

ト監視システムの提案を行う。

2 関連研究

類似のシステム例として以下のようなものがあげら

れる。

2.1 NEDOホームヘルスケアプロジェクト

健康サービスを実現するためのシステムとしてNEDO

（New Energy and Industrial Technology Development Or-

ganization）のホームヘルスケアのための高性能健康測

定機器開発がある [1]。家庭内で血圧計や体温計といっ

た測定機器で測定した健康情報を家庭内のゲートウェ

イ機器に集約し、さらに管理サーバへ送信する。管理

サーバでは収集した健康情報を解析して保存する。家

庭や医療機関から管理サーバの情報を閲覧できる。し

かし、このサービスは対象者が家庭内にいることを想

定しており、対象者が外出した時の監視は考慮されて

いない。

2.2 Tangibleリモートケア

高齢者を見守る商用のシステムとしてTangibleリモー

トケアがある [2]。このシステムは部屋に人感センサや

扉の開閉センサなどを設置し、ライトの点灯などによっ

て、現在家のどこにいるのか、どのような状態なのか
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を見守る側の表示機に表示することにより、遠隔地に

いながら高齢者を見守ることができる。

本サービスにおいても対象者が家庭内にいるときの

み有効である。

3 提案方式

本提案では対象となる方にスマートフォンを常時保

持してもらう。スマートフォン内の GPSから位置情報

を取得し、加速度計から歩数カウントを取得する。ま

た、自宅にいるときは脈拍や心拍数といったセンサ情

報は bluetooth経由で収集する。収集したデータは携帯

電話網、または無線 LANを介してインターネット上の

管理サーバに定期的に送信する。

管理サーバでは受け取ったデータをデータベースに

登録する。もし受信データに異常があった場合、あらか

じめ登録された連絡先に異常を知らせるメールを送る。

高齢者を見守る側の家族は、このデータをホームネッ

トワーク内の一般端末などからいつでも閲覧できる。
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図 1: 提案システム概要

4 セキュリティ

スマートフォンから管理サーバへのデータ送信には

情報の改ざんや漏えいを防ぐセキュリティ技術が重要

である。そこで、本提案方式ではオリジナル技術であ

るDPRP[3]による認証、PCCOM[4]による暗号化を行

うことにより、セキュリティーを確保する。これらの

機能は LINUXカーネル部分に実装する。また、ホーム

ネットワーク内の一般端末と管理サーバとの通信には

SSLを使用してセキュリティーを確保する。
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図 2: 実装構成

5 実装と実装結果

図２に提案システムのスマートフォン側の実装構成

を示す。今回は Androidのアプリケーションとして位

置情報と歩数を取得し報告する部分を試作した。又、

サーバ側ではこれらの情報をデータベースに格納し、

一般端末からの SSLによる閲覧を可能にした。GPSモ

ジュールは GPS を利用して定期的に位置情報（緯度,

経度,精度)を取得する。歩数計モジュールは加速度計

から歩数を取得する。送信モジュールは定期的に歩数

情報と歩数をサーバに送信する。

歩数は以下のようにして取得する。加速度計で取得

した X,Y,Z軸の加速度を合成したのち、ローパスフィ

ルタとハイパスフィルタを通過させることにより図３

の波形を得る。取得した値に所定の閾値を通過した数

をカウントすることにより歩数を得ることができる。

図 3: 歩数カウント

図 4、図 5に位置情報と歩数の表示結果を示す。この

ように本提案方式により高齢者の方を遠隔地よりリア

ルタイムでモニタできることを確認した。

6 まとめ

本論文では、高齢者を遠隔地から見守るシステムの

提案および、試作システムの実装結果について述べた。

今後は健康機器で測定した結果などを報告情報として

追加していく予定である。

図 4: 位置情報の表示

図 5: 歩数計表示
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